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１．はじめに  

 コンクリートの耐久性や力学特性に大きな影響を与える因子として単位水量や水セメント比が挙げられる．

そのため，フレッシュコンクリート中の単位水量を打設現場の荷卸し地点にて測定し，要求される品質に適合

しているか否かを評価するシステムの確立が望まれている．筆者らはこれまでに，単位水量を迅速かつ簡単に

測定できる中性子水分計を用いた方法について，各種要因が測定精度に与える影響や，水分量の変動に対する

測定精度を実験的に検討してきた 1）．本稿では，この方法の現場への適用性に関して３件の現場において行っ

た検証試験の結果について報告する． 

2. 実施工における検証実験 
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図-1中性子水分計による測定手順 

2.1 単位水量の測定方法 

中性子水分計による単位水量測定手順を図-1に示す．まず，

フレッシュコンクリートを採取し，無注水法により空気量を

測定する（JIS A 1128）．その後，上蓋を外したエアメータ容

器を測定架台にセットし，容器の中心に水分計を挿入して中

性子数を検知する．測定は 10 秒の測定を 5回行い，中性子検

知数の平均値を用いて単位水量を推定する．所要時間は荷卸

しから 5分程度である 1）． 

2.2 事前の校正試験および単位水量推定方法 

単位水量の算定にあたって，事前に単位水量を-5㎏，+5㎏，

+10kg，+15 ㎏など 3～5水準で増減させ，他の材料の単位量を

一定にしたコンクリート配合について校正試験を行い，全水量

と中性子検知数の関係から校正式 (近似直線)を求めた(図-2)．

校正式は式(1)のように一次式で表せ，測定した中性子検知数

からフレッシュコンクリート中の全水量を算出し，式(2)のよ

うに骨材の吸水量を補正して推定単位水量を求める． 

中性子検知数
= 84.1・全水量-7968.4

中性子検知数
= 82.3・全水量-8079.3

中性子検知数
= 72.3・全水量-7330.4
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中性子検知数 ＝ α × 全水量 ＋ β   (1) 

α ， β : 実験定数 

   推定単位水量 ＝ 全水量 － 骨材吸水量   (2) 

校正式の精度を高めるために，フレッシュコンクリートの実測空

減分を示方配合に示されている構成材料の比に基づいて再配分し，

ただし，Ａ，Ｂ，Ｃ各現場の校正式は校正試験を行った時点での中

源強度は時間の経過とともに減衰するため，現場測定を行うにあた

より求められる検知数の補正を行い，校正式から推定単位水量を算
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図-2 校正試験結果 

気量と設計空気量との差，および水量の増

実際の単位水量に対して校正式を求めた．

性子検知数と全水量の関係であり，放射線

っては線源(放射性同位元素)固有の半減期

出した 1）. 
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2.3 現場における単位水量測定 

 検証試験を行った３件の現場のうちＡ，Ｂは土木工事，Ｃは建築工事である.単位水量の測定は，荷卸し時

にアジテータ車からコンクリート試料を採取してスランプおよび空気量試験を行った後に本水分計を用いて

行った.各現場のコンクリートはＡ:24-12-25-BA，Ｂ:27-8-20-BB，Ｃ:33-15-20-N であり，配合を表-1，使用

材料を表-2に示す.これらと図-2の校正試験結果より，使用材料が異なっても，それぞれの配合において中性

子検知数と全水量には比例関係が確認できる. 

単

練

表-1 配合表 
W/C 空気量 s/a
(%) (%) (%) W C S1 G1 G2

A 53.5 4.5 53.5 169 316 741 315 735
B 52.3 4.5 42.4 158 303 770 1083 -
C 45.5 4.5 45.1 163 359 796 1005 -
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図-3 現場測定結果  

現場測定結果の一例としてＣ現場の測定結果を図

およびエアメータ法 3）による測定も行っている. 図-

工程で細骨材および粗骨材をミキサ投入時に(同一の

計量記録から，表面水率設定値との差を補正したもの

る骨材容積の変動量，および実測空気量と設計値との

品質変動の影響を考慮していないが，実際に近い単位

に追従しているようである．そこで計算上の単位水

同様の骨材サンプリングをＢ現場においても実施した

に，中性子水分計法は計算上の単位水量に対して多め

上の単位水量との差が小さいことが分かる． 

3.まとめ 

本水分計の推定単位水量は計算上の単位水量との相

単位水量推定の有効な手段となり得ることが分かった
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表-2 使用材料 

位：表乾密度 g/cm3，吸水率 % 

A現場 B現場 C現場

　密度：3.08 　密度：3.04 　密度：3.16
砂 　表乾密度：2.59 砂 　表乾密度：2.60  砂 　表乾密度：2.61　
　吸水率：1.83 　吸水率：1.64 　吸水率：1.74

砂利 　表乾密度：2.59 砕石 　表乾密度：2.70 砕石 　表乾密度：2.70
　吸水率：1.62 　吸水率：0.58 　吸水率：0.67

砕石 　表乾密度：2.68
　吸水率：0.47

り混ぜ水 W 地下水・回収水
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- -
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